
尾
崎
士
郎
『
人
生
劇
場
』
覚
書

関

肇

明
治
期
か
ら
昭
和
戦
前
に
お
け
る
東
京
の
ロ
ー
カ
ル
紙
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
代
表
的
な
も
の
に
『
都
新
聞
』
が
あ
る
。
競
争
の
激
し

い
東
京
の
新
聞
界
に
お
い
て
、
同
紙
は
創
刊
当
初
か
ら
演
芸
や
花
柳
関
係
の
記
事
な
ど
の
娯
楽
本
位
の
紙
面
に
よ
っ
て
特
色
を
打
ち
出

し
、
有
力
紙
に
伍
し
て
独
自
の
地
歩
を
築
い
て
い
っ
た
。
そ
の
発
展
の
過
程
で
度
重
な
る
紙
面
の
変
遷
を
遂
げ
な
が
ら
、
つ
ね
に
連
載
小

説
に
も
力
を
注
ぎ
、
多
く
の
人
気
作
を
生
み
出
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
明
治
中
期
に
は
、
黒
岩
涙
香
に
よ
る
ガ
ボ
リ
オ
や
ボ
ア
ゴ
ベ
の

翻
案
探
偵
小
説
を
次
々
に
掲
載
し
て
好
評
を
博
し
、
大
正
期
に
は
、
中
里
介
山
の
未
完
の
大
作
『
大
菩
薩
峠
』
が
連
綿
と
書
き
継
が
れ
て

い
る
。
そ
し
て
昭
和
戦
前
に
登
場
す
る
の
が
、「
当
時
の
新
聞
小
説
で
、
こ
れ
ほ
ど
人
気
を
あ
つ
め
た
も
の
は
、
⼦大
菩
薩
峠
⽜
以
来
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
」

（
1
）

と
さ
れ
る
尾
崎
士
郎
の
『
人
生
劇
場
』
で
あ
り
、
そ
の
連
載
は
断
続
的
に
『
都
新
聞
』
お
よ
び
そ
の
後
身
の
『
東
京

新
聞
』
に
一
〇
年
以
上
に
及
ぶ
。

新
聞
小
説
と
し
て
の
『
人
生
劇
場
』
は
、
最
初
の
「
青
春
篇
」
連
載
中
に
は
文
壇
的
に
ほ
と
ん
ど
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
二
年
後
に

よ
う
や
く
単
行
本
『
人
生
劇
場
（
青
春
篇
）』
に
ま
と
め
ら
れ
、
そ
れ
を
川
端
康
成
が
文
芸
時
評
で
激
賞
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
一

躍
大
き
な
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。「
こ
の
や
う
な
大
小
説
が
、
わ
が
文
壇
に
生
れ
得
た
こ
と
、
余

り
文
壇
に
は
知
ら
れ
ず
書
き
続
け
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
が
、
不
思
議
で
な
ら
な
い
」、「
実
に
わ
が
国
で
は
、
驚
異
に
価
す
る
、
長
篇
小
説
ら
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し
い
ま
こ
と
の
大
小
説
で
あ
る
。
比
肩
し
得
る
作
品
は
容
易
に
見
当
る
ま
い
」
と
川
端
は
最
大
限
の
賛
辞
を
呈
し
、
最
後
に
こ
う
記
し
て

い
る
。こ

の
一
編
は
尾
崎
氏
が
如
何
に
立
派
に
生
き
て
来
た
か
、
人
生
を
掴
ん
で
ゐ
る
か
を
明
か
に
し
、
作
家
と
し
て
の
真
価
を
心
ゆ
く
ば

か
り
発
揮
し
た
と
い
ふ
に
止
ま
ら
ず
長
編
小
説
の
問
題
、
新
聞
小
説
の
問
題
、
純
文
学
と
通
俗
文
学
と
の
問
題
、
大
人
が
読
む
に
価

す
る
小
説
の
問
題
、
リ
ア
リ
ズ
ム
と
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
問
題
、
私
小
説
の
問
題
等
に
も
、
灯
台
と
な
る
名
作
で
あ
る
。（「
文
学
・

映
画
・
舞
踊
⑶
人
生
劇
場
」（『
読
売
新
聞
』
一
九
三
五
・
四
・
一
六
）

こ
こ
で
川
端
が
い
う
と
お
り
、『
人
生
劇
場
』
に
は
文
学
的
に
検
討
す
べ
き
多
く
の
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
世
評
が

高
ま
る
に
つ
れ
て
、
小
説
ジ
ャ
ン
ル
に
と
ど
ま
ら
ず
、
演
劇
、
映
画
、
ラ
ジ
オ
放
送
、
講
談
な
ど
に
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
、
同
時
代

の
文
学
の
な
か
で
も
際
立
っ
て
多
様
な
展
開
を
と
げ
て
い
く
。
そ
う
し
た
『
人
生
劇
場
』
の
社
会
的
に
広
汎
な
受
容
の
あ
り
方
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
は
、
昭
和
戦
前
の
文
化
的
な
状
況
へ
の
視
角
を
開
く
こ
と
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

な
お
、『
人
生
劇
場
』
は
、
戦
前
の
新
聞
メ
デ
ィ
ア
か
ら
戦
後
は
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
へ
と
発
表
の
場
を
移
し
、
足
か
け
三
〇
年
近
く
に
わ

た
っ
て
営
々
と
し
て
書
き
続
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
も
い
う
べ
き
小
説
は
、
の
ち
に
尾
崎
士
郎
が
、「
こ
れ

は
最
初
か
ら
何
部
作
と
い
う
形
式
で
予
定
さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
と
か
ら
あ
と
か
ら
と
、
ひ
と
り
で
に
続
い
て
い
た
も
の
」（『
小

説
四
十
六
年
』
一
九
六
四
・
五
、
講
談
社
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
各
篇
に
登
場
す
る
人
物
は
共
通
し
て
い
る
が
、
あ
ら
か
じ
め
全
篇
を
貫

く
構
想
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
一
篇
ご
と
に
主
題
や
表
現
形
式
が
少
な
か
ら
ず
変
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
ま
と
ま
り
を
持
ち
つ

つ
、
緩
や
か
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
う
し
た
長
期
間
に
わ
た
り
発
表
さ
れ
、
個
別
の
内
容
と
形
式
を
も
つ
と
い
う
特
質
か
ら
、
こ
れ
ま
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で
『
人
生
劇
場
』
は
そ
の
全
貌
す
ら
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
『
人
生
劇
場
』
の
発
表
状
況
と
出
版
事
情
お
よ
び
小
説
の
概
要
を
整
理
し
た
う
え
で
、
も
っ
と
も
注
目
を
集

め
た
昭
和
戦
前
の
「
青
春
篇
」
に
は
じ
ま
る
新
聞
小
説
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
の
発
表
紙
で
あ
る
『
都
新
聞
』
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察

し
て
い
き
た
い
。

『
人
生
劇
場
』
の
構
成

長
年
か
け
て
書
き
継
が
れ
た
尾
崎
士
郎
の
『
人
生
劇
場
』
は
、
全
部
で
八
篇
か
ら
な
る
。
そ
れ
ら
は
次
の
よ
う
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。

⑴
人
生
劇
場
（『
都
新
聞
』
一
九
三
三
年
三
月
一
八
日
～
八
月
三
〇
日
朝
刊
）

⑵
続
人
生
劇
場
愛
欲
篇
（『
都
新
聞
』
一
九
三
四
年
一
一
月
二
一
日
～
一
九
三
五
年
五
月
九
日
朝
刊
）

⑶
続
々
人
生
劇
場
残
侠
篇
（『
都
新
聞
』
一
九
三
六
年
五
月
一
七
日
～
一
二
月
三
一
日
朝
刊
）

⑷
人
生
劇
場
風
雲
篇
（『
都
新
聞
』
一
九
三
九
年
五
月
二
三
日
～
一
二
月
一
八
日
朝
刊
）

⑸
人
生
劇
場
遠
征
篇
（『
東
京
新
聞
』
一
九
四
三
年
五
月
六
日
～
一
〇
月
二
九
日
朝
刊
）

⑹
人
生
劇
場
夢
現
篇
（『
小
説
と
読
物
』
一
九
四
七
年
一
月
～
一
〇
月
）

⑺
人
生
劇
場
望
郷
篇
（『
オ
ー
ル
読
物
』
一
九
五
一
年
一
一
月
～
一
九
五
二
年
三
月
）

⑻
人
生
劇
場
蕩
子
篇
（『
小
説
新
潮
』
一
九
五
九
年
一
月
～
一
二
月
）

最
初
の
「
青
春
篇
」
は
、『
都
新
聞
』
連
載
時
の
タ
イ
ト
ル
は
「
人
生
劇
場
」
と
あ
る
だ
け
で
、
最
終
回
の
末
尾
に
は
じ
め
て
「（
人
生
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劇
場
、「
青
春
篇
」―
―
終
）」
と
篇
名
が
記
さ
れ
、
続
篇
の
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
以
後
の
『
人
生
劇
場
』
各
篇
の
名
称
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
主
題
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

新
聞
連
載
中
の
『
人
生
劇
場
』
に
本
文
と
と
も
に
掲
げ
ら
れ
た
挿
絵
は
、
中
川
一
政
が
「
青
春
篇
」
か
ら
「
風
雲
篇
」
ま
で
を
描
い
て

い
る
が
、
戦
時
下
の
新
聞
統
合
に
よ
り
『
都
新
聞
』
が
『
国
民
新
聞
』
と
合
併
し
て
『
東
京
新
聞
』
に
改
題
（
一
九
四
二
年
一
〇
月
）
後
に

発
表
さ
れ
た
「
遠
征
篇
」
で
は
、
主
人
公
が
戦
地
に
行
く
こ
と
に
な
り
、
中
川
は
「
戦
地
の
経
験
が
な
い
か
ら
描
け
な
い
と
い
う
理
由
」

（
2
）

で
挿
絵
を
断
っ
た
。
そ
の
た
め
「
遠
征
篇
」
の
挿
絵
は
、
陸
軍
省
派
遣
画
家
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
戦
地
を
見
て
き
た
猪
熊
弦
一
郎
の
担

当
で
始
ま
っ
た
が
、
途
中
か
ら
鈴
木
栄
二
郎
に
交
代
し
て
い
る
。
鈴
木
栄
二
郎
に
は
、
尾
崎
士
郎
と
と
も
に
陸
軍
宣
伝
班
員
と
し
て
徴
用

さ
れ
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
渡
っ
た
経
験
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
戦
後
の
雑
誌
連
載
時
に
お
け
る
挿
絵
は
、「
夢
現
篇
」
を
鈴
木
信
太
郎
、「
望
郷
篇
」

を
野
間
仁
根
、「
蕩
子
篇
」
を
伊
原
宇
三
郞
が
そ
れ
ぞ
れ
描
い
た
。

こ
れ
ら
の
各
篇
は
、
後
に
い
ず
れ
も
単
行
本
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
出
版
の
経
緯
に
は
い
く
つ
か
の
曲
折
が
あ
り
、
刊
行
の
順
序
が

前
後
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
各
篇
の
初
刊
単
行
本
を
新
聞
・
雑
誌
へ
の
発
表
順
に
掲
げ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

Ⅰ
人
生
劇
場
青
春
篇

一
九
三
五
年
三
月
二
五
日

竹
村
書
房

Ⅱ
続
人
生
劇
場
愛
欲
篇

一
九
三
五
年
九
月
二
〇
日

竹
村
書
房

Ⅲ
続
々
人
生
劇
場
残
俠
篇

上
巻

一
九
三
六
年
一
二
月
二
〇
日

下
巻

一
九
三
七
年
一
月
二
〇
日

竹
村
書
房

Ⅳ
人
生
劇
場
風
雲
篇

一
九
四
〇
年
一
月
二
九
日

新
潮
社

Ⅴ
人
生
劇
場
離
愁
篇
〔
初
出
「
遠
征
篇
」
を
改
題
〕

一
九
五
二
年
一
二
月
二
〇
日

文
芸
春
秋
新
社

Ⅵ
人
生
劇
場
夢
現
篇

一
九
四
七
年
一
二
月
三
〇
日

高
島
屋
出
版
部
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Ⅶ
人
生
劇
場
望
郷
篇

一
九
五
二
年
七
月
一
五
日

文
芸
春
秋
新
社

Ⅷ
人
生
劇
場
蕩
子
篇

一
九
六
〇
年
五
月
二
五
日

新
潮
社

尾
崎
士
郎
の
回
想
に
よ
れ
ば
、『
都
新
聞
』
に
お
い
て
「⽛
人
生
劇
場
⽜
青
春
編
は
完
稿
し
、
掲
載
を
終
わ
っ
た
と
は
い
う
も
の
の
、
し

か
し
、
当
時
の
批
評
家
か
ら
は
完
全
に
無
視
さ
れ
、
こ
の
作
品
を
出
版
し
よ
う
と
い
う
本
屋
も
な
か
っ
た
」
た
め
、「
不
幸
な
⽛
人
生
劇
場
⽜

の
切
り
抜
き
は
、
押
し
入
れ
の
中
へ
ほ
う
り
こ
ま
れ
た
ま
ま
で
、
約
一
年
間
、
ま
っ
た
く
だ
れ
か
ら
も
閑
却
さ
れ
て
埃
に
う
ず
ま
っ
て
い

た
。
そ
れ
を
出
版
す
る
た
め
に
努
力
し
た
の
は
中
川
一
政
で
あ
る
」（
前
掲
『
小
説
四
十
六
年
』）
と
い
う
。
単
行
本
の
出
版
を
引
き
受
け
た

竹
村
書
房
は
、
創
業
ま
も
な
い
小
出
版
社
な
が
ら
、
文
芸
を
専
門
と
し
て
新
進
作
家
の
発
掘
に
つ
と
め
、
意
匠
を
凝
ら
し
た
造
本
に
特
色

が
あ
っ
た
。

『
人
生
劇
場
青
春
篇
』
は
、
中
川
一
政
が
装
幀
を
手
が
け
、
手
漉
き
和
紙
の
表
紙
に
美
し
い
木
版
手
刷
り
の
絵
が
入
り
、
本
文
は
余
白

を
大
き
く
取
っ
て
全
五
三
二
頁
に
組
ま
れ
、
新
聞
連
載
時
の
挿
絵
が
三
五
葉
入
っ
て
い
る
。
函
入
り
四
六
大
判
、
定
価
二
円
五
〇
銭
の
豪

華
な
上
製
本
で
あ
る
。「
最
初
一
千
部
刷
っ
た
こ
の
本
は
、
売
れ
行
き
が
わ
る
く
や
っ
と
五
百
部
近
く
売
れ
た
だ
け
」
で
あ
っ
た
が
、
前

述
の
川
端
康
成
の
文
芸
時
評
で
の
絶
讃
を
契
機
と
し
て
、「
不
幸
な
⽛
人
生
劇
場
⽜
の
運
命
が
一
変
」
し
、
同
じ
年
の
七
月
に
は
普
及
版
（
並

製
本
、
定
価
一
円
三
〇
銭
）
も
刊
行
さ
れ
、
順
調
に
版
を
重
ね
て
い
く
こ
と
に
な
る
。「
お
そ
ら
く
、
日
本
の
文
壇
史
を
か
え
り
み
て
、
こ
う

い
う
意
味
の
認
め
ら
れ
方
を
し
た
作
家
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」（
前
掲
『
小
説
四
十
六
年
』）
と
尾
崎
は
述
べ
て
い
る
。

そ
う
し
た
人
気
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
単
行
本
化
の
流
れ
は
加
速
さ
れ
る
。
同
年
九
月
に
は
『
続
人
生
劇
場
愛
欲
篇
』
が
、
や
は
り

挿
絵
三
三
葉
入
り
の
豪
華
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
次
い
で
普
及
版
も
出
て
い
る
。
ま
た
『
続
々
人
生
劇
場
残
侠
篇
』
は
、
普
及
版
の
み

と
し
て
上
下
二
巻
に
分
か
ち
、
新
聞
連
載
の
終
了
間
際
に
上
巻
、
連
載
終
了
か
ら
一
ヶ
月
後
に
下
巻
が
刊
行
さ
れ
た
。
と
も
に
瀟
洒
な
造
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本
で
、
中
川
一
政
の
挿
絵
が
四
五
葉
ず
つ
入
っ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
竹
村
書
房
版
『
人
生
劇
場
』
は
、
そ
の
後
半
年
あ
ま
り
で
絶

版
と
な
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。「
印
税
の
率
も
低
く
、
発
行
部
数
も
少
な
か
っ
た
」
竹
村
書
房
が
、
新
潮
社
か
ら
熱
心
な
交
渉
を
受
け
、

「
紙
型
と
残
本
の
買
い
あ
げ
」
と
い
う
条
件
で
版
権
を
譲
渡
し
た
た
め
で
あ
る
。

（
3
）

代
わ
っ
て
登
場
す
る
新
潮
社
版
は
、『
決
定
版
人
生
劇
場
』
と
銘
打
っ
た
二
段
組
み
縮
刷
版
の
形
式
を
と
り
、
一
九
三
七
年
九
月
に
「
青

春
篇
・
愛
欲
篇
合
本
」
の
上
巻
、
そ
の
翌
月
に
「
残
侠
篇
（
上
・
下
）
合
本
」
の
下
巻
が
刊
行
さ
れ
る
。
中
川
一
政
が
引
き
続
き
装
幀

を
担
当
し
、
上
巻
に
八
八
葉
、
下
巻
に
六
三
葉
の
挿
絵
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
新
潮
社
版
は
、
発
売
後
ま
も
な
く
一
二
版
を
重
ね
る

好
調
な
売
れ
行
き
を
示
し
（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
七
・
一
一
・
一
一
朝
刊
広
告
）、
読
者
を
飛
躍
的
に
拡
大
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
二

年
後
に
出
る
『
人
生
劇
場
風
雲
篇
』
も
、
五
七
葉
の
挿
絵
入
り
で
同
じ
体
裁
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

し
か
し
、「
風
雲
篇
」
の
次
に
発
表
さ
れ
た
「
遠
征
篇
」
は
、
戦
中
・
戦
後
の
困
難
な
状
況
の
な
か
で
長
ら
く
出
版
が
実
現
し
な
か
っ
た
。

よ
う
や
く
「
遠
征
篇
」
が
単
行
本
に
な
る
の
は
一
九
五
二
年
一
二
月
の
こ
と
で
あ
り
、
新
聞
連
載
か
ら
一
〇
年
近
く
が
経
過
し
て
い
る
。

こ
の
刊
行
の
遅
れ
は
、
戦
中
の
困
難
な
出
版
状
況
と
戦
後
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領
下
に
お
け
る
言
論
統
制
の
問
題
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
尾
崎
士
郎
は
、
一
九
四
七
年
五
月
に
公
職
追
放
令
を
受
け
て
お
り
（
一
九
五
〇
年
一
〇
月
解
除
）、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
戦
争
体
験
を

描
い
た
「
遠
征
篇
」
は
、
戦
後
し
ば
ら
く
は
出
版
し
に
く
い
状
況
に
あ
っ
た
。
や
が
て
文
芸
春
秋
新
社
か
ら
廉
価
版
『
人
生
劇
場
』
全
六

巻
が
出
さ
れ
る
と
き
、「
遠
征
篇
」
は
「
離
愁
篇
」
と
改
題
し
て
は
じ
め
て
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
る
（
中
川
一
政
装
幀
、
鈴
木
栄
二
郎
口
絵
）
が
、

そ
の
「
前
書
き
」
に
は
、「⽛
離
愁
篇
⽜
の
原
名
は
、⽛
遠
征
篇
⽜
で
あ
り
、
こ
れ
を
今
日
、
刊
行
す
る
に
際
し
て
、
な
ほ
且
つ
原
名
を
用

ひ
る
こ
と
の
で
き
な
い
の
は
、
す
べ
て
今
日
の
日
本
が
置
か
れ
た
政
治
的
理
由
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
つ
て
、
作
者
の
本
意
と
す
る
と
こ

ろ
で
は
な
い
」
と
あ
り
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
干
渉
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
戦
中
・
戦
後
の
生
活
風
景
を
描
い
た
「
夢
現
篇
」
お
よ
び
「
望
郷
篇
」
は
、
と
も
に
「
遠
征
篇
」
に
先
行
す
る
か
た
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ち
で
、
雑
誌
連
載
の
完
結
後
ま
も
な
く
単
行
本
に
な
っ
た
。
た
だ
、
大
阪
の
高
島
屋
出
版
部
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
人
生
劇
場
夢
現
篇
』（
鈴

木
信
太
郎
装
幀
・
挿
絵
）
は
、
姉
妹
篇
と
し
て
「
愛
欲
篇
」
上
下
巻
、「
残
侠
篇
」
上
下
巻
、「
風
雲
篇
」
も
出
さ
れ
て
い
る
が
、
管
見
の
か

ぎ
り
重
版
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
少
部
数
の
発
行
に
と
ど
ま
っ
た
ら
し
い
。
文
芸
春
秋
新
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
人
生
劇
場
望
郷
篇
』（
鈴

木
信
太
郎
装
幀
、
鈴
木
信
太
郎
・
野
間
仁
根
挿
絵
）
も
同
様
に
初
版
し
か
な
い
が
、
そ
の
後
、「
夢
現
篇
」
と
「
望
郷
篇
」
は
合
本
の
う
え
、
前

述
の
廉
価
版
『
人
生
劇
場
』
全
六
巻
の
一
冊
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
最
後
の
「
蕩
子
篇
」
も
ま
た
、
新
潮
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
単
行

本
『
人
生
劇
場
蕩
子
篇
』（
寺
田
政
明
装
幀
）
は
重
版
を
み
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
『
人
生
劇
場
』
全
八
篇
は
、
発
表
時
期
と
掲
載
紙
誌
に
そ
く
し
て
大
別
す
る
な
ら
、
日
中
戦
争
以
前
の
「
青
春
篇
」「
愛
欲
篇
」

「
残
侠
篇
」、
戦
時
下
に
書
か
れ
た
「
青
雲
篇
」「
遠
征
篇
」、
さ
ら
に
戦
後
の
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
に
連
載
さ
れ
た
「
夢
現
篇
」「
望
郷
篇
」「
蕩

子
篇
」
の
三
つ
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
各
篇
の
概
要
を
見
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

三
州
吉
良
の
横
須
賀
村
に
生
ま
れ
、
や
が
て
小
説
家
に
な
っ
て
い
く
青
成
瓢
吉
を
主
人
公
と
し
て
展
開
す
る
『
人
生
劇
場
』
は
、
最
初

の
「
青
春
篇
」
に
お
い
て
、
日
露
戦
争
期
の
彼
の
少
年
時
代
か
ら
大
正
半
ば
の
青
年
期
ま
で
が
描
か
れ
る
。
は
じ
め
に
村
の
旦
那
衆
の
一

人
で
あ
る
辰
巳
屋
の
青
成
瓢
太
郎
が
、
息
子
の
瓢
吉
を
一
人
前
の
男
に
仕
立
て
上
げ
よ
う
と
無
鉄
砲
な
ス
パ
ル
タ
教
育
を
す
る
と
こ
ろ
か

ら
物
語
は
動
き
出
し
、
瓢
吉
の
岡
崎
中
学
時
代
に
お
け
る
教
室
新
聞
の
悪
戯
事
件
、
上
京
後
に
早
稲
田
で
持
ち
上
が
る
大
隈
夫
人
の
銅
像

問
題
お
よ
び
学
長
選
任
騒
動
、
柳
水
亭
の
女
中
お
袖
と
の
と
り
と
め
の
な
い
関
係
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
瓢
吉
の
自

由
気
ま
ま
な
学
生
生
活
は
、
父
瓢
太
郎
の
ピ
ス
ト
ル
自
殺
に
よ
っ
て
転
機
を
迎
え
る
。
瓢
吉
は
郷
里
に
帰
り
、
辰
巳
屋
の
家
を
た
た
ん
で

再
び
上
京
、
み
ず
か
ら
の
進
む
べ
き
道
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
こ
の
瓢
吉
を
め
ぐ
る
物
語
の
周
辺
に
は
、
吉
良
の
仁
吉

の
血
統
を
ひ
く
侠
客
の
吉
良
常
、
瓢
吉
の
幼
馴
染
み
で
売
れ
っ
子
の
芸
妓
と
な
る
お
り
ん
、
中
学
時
代
か
ら
の
親
友
で
豪
放
に
生
き
る
夏

村
大
藏
、
長
い
顎
を
し
た
話
術
の
天
才
の
吹
岡
早
雄
、
飲
ん
だ
く
れ
の
黒
馬
先
生
な
ど
の
多
彩
で
個
性
的
な
登
場
人
物
が
配
さ
れ
、
猥
雑
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で
軽
妙
な
世
界
が
形
作
ら
れ
て
い
る
。

続
く
「
愛
欲
篇
」
で
は
、
文
学
に
志
を
立
て
た
青
成
瓢
吉
が
、
吹
岡
早
雄
と
外
房
州
の
海
村
に
行
き
、
先
輩
作
家
の
竹
野
原
丈
一
と
も

交
流
し
な
が
ら
貧
窮
の
日
々
を
過
ご
し
、
懸
賞
小
説
に
応
募
し
て
当
選
す
る
。
新
人
作
家
と
し
て
の
瓢
吉
は
、
文
壇
で
の
地
位
を
得
ら
れ

ず
苦
し
む
が
、
女
性
作
家
の
小
岸
照
代
と
恋
愛
関
係
に
な
り
、
同
棲
生
活
を
は
じ
め
る
。
し
か
し
、
前
途
に
行
き
詰
ま
っ
て
あ
が
く
瓢
吉

は
、
華
や
か
な
脚
光
を
浴
び
て
活
躍
す
る
照
代
と
の
関
係
を
こ
じ
ら
せ
て
い
く
。
ま
も
な
く
起
き
た
関
東
大
震
災
を
と
も
に
乗
り
切
る
こ

と
で
、
二
人
は
一
時
的
に
愛
情
を
取
り
戻
す
が
、
一
年
後
に
は
別
れ
る
こ
と
に
な
る
。

次
の
「
残
侠
篇
」
に
お
い
て
は
、
物
語
の
中
心
が
瓢
吉
か
ら
侠
客
の
吉
良
常
へ
と
移
り
、
新
登
場
の
飛
車
角
や
そ
の
情
人
お
と
よ
、
弟

分
の
宮
川
を
絡
め
た
任
侠
と
淪
落
の
世
界
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
く
。
こ
の
篇
の
前
半
部
は
、
博
徒
の
小
金
一
家
の
や
く
ざ
同
士
の
抗
争

か
ら
じ
ま
り
、
飛
車
角
が
仲
間
の
掟
に
背
い
た
奈
良
平
を
殺
害
し
、
逃
走
中
に
吉
良
常
と
出
会
う
こ
と
に
な
る
。
や
が
て
吉
良
常
は
上
海

に
行
き
、
文
学
的
な
新
境
地
を
開
こ
う
と
上
海
に
や
っ
て
来
た
瓢
吉
と
再
会
す
る
。
一
方
、
お
と
よ
は
玉
ノ
井
の
私
娼
へ
と
淪
落
し
、
彼

女
を
飛
車
角
の
情
人
と
知
ら
ず
に
宮
川
が
関
係
を
結
ん
で
し
ま
う
展
開
を
た
ど
る
。
そ
の
七
年
後
か
ら
が
後
半
部
と
な
り
、
刑
務
所
を
出

た
飛
車
角
と
宮
川
と
の
関
わ
り
、
代
議
士
選
挙
に
立
候
補
す
る
夏
村
大
藏
、
三
州
横
須
賀
村
に
帰
っ
て
病
床
に
伏
す
吉
良
常
、
飛
車
角
と

お
と
よ
の
め
ぐ
り
逢
い
、
そ
し
て
瓢
吉
ら
に
看
取
ら
れ
て
吉
良
常
が
死
ぬ
こ
と
に
よ
っ
て
終
局
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
日
中
戦
争
以
前
の
三
篇
に
つ
い
て
、
の
ち
に
尾
崎
士
郎
は
「
人
生
劇
場
余
談
」（『
東
西
英
雄
論
』
所
収
、
一
九
五
三
・
一
、
小
説
朝

日
社
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

三
十
年
ち
か
い
私
の
文
学
的
生
涯
を
通
じ
て
、「
人
生
劇
場
」（
青
春
篇
）
は
実
に
書
く
こ
と
の
楽
し
い
作
品
で
あ
つ
た
。
こ
れ
を

あ
と
に
な
つ
て
客
観
的
に
検
討
し
て
ゆ
く
と
、
素
材
と
情
熱
と
の
調
和
が
適
当
な
時
間
を
保
つ
こ
と
に
よ
つ
て
一
つ
の
流
れ
を
つ
く
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り
あ
げ
た
と
い
ふ
こ
と
に
も
な
る
が
、
し
か
し
、
現
実
的
に
突
き
詰
め
て
ゆ
く
と
、
結
局
作
品
が
作
者
を
は
な
れ
て
動
い
て
い
つ
た

と
い
ふ
だ
け
の
こ
と
で
あ
ら
う
。

そ
れ
ほ
ど
書
く
こ
と
が
楽
し
く
、
素
材
の
整
理
と
い
う
こ
と
に
何
の
苦
労
も
し
な
い
で
、
お
の
づ
か
ら
出
来
あ
が
つ
た
作
品
で
あ

る
。（
中
略
）

そ
れ
が
、「
愛
欲
篇
」
に
な
る
と
、
次
第
に
虚
構
が
稀
薄
に
な
り
、
現
実
の
か
た
ち
が
重
苦
し
く
作
者
の
視
野
を
埋
め
る
や
う
に

な
つ
て
き
た
。
作
品
が
徐
々
に
梃
で
も
動
か
な
い
様
相
を
呈
し
て
き
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
そ
れ
ほ
ど
「
愛
欲
篇
」
は
苦
し
か
つ
た
。

と
こ
ろ
が
三
転
し
て
「
残
侠
篇
」
に
な
る
と
ふ
た
た
び
虚
構
の
世
界
が
ひ
ら
け
て
き
た
。
唯
、
書
く
こ
と
が
「
青
春
篇
」
ほ
ど
楽
し

く
な
か
つ
た
の
は
、
前
者
が
現
実
を
溶
解
し
、
現
実
と
調
和
し
て
一
つ
の
流
域
を
つ
く
り
あ
げ
て
ゐ
た
の
に
対
し
て
、
後
者
は
現
実

を
置
き
ざ
り
に
し
て
動
き
だ
し
て
し
ま
つ
た
か
ら
で
も
あ
ら
う
。

『
人
生
劇
場
』
の
主
人
公
で
あ
る
青
成
瓢
吉
の
生
い
立
ち
や
彼
が
直
面
す
る
出
来
事
の
多
く
は
、
現
実
に
お
け
る
作
者
自
身
の
経
験
に

も
と
づ
い
て
い
る
が
、
事
実
を
そ
の
ま
ま
小
説
に
取
り
込
ん
で
い
る
の
で
は
な
く
、
素
材
と
し
て
の
現
実
は
大
き
く
改
変
さ
れ
、
あ
る
い

は
組
み
替
え
ら
れ
る
か
た
ち
で
、
虚
構
の
世
界
に
「
溶
解
」
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
現
実
を
虚
構
化
す
る
創
作
の
あ
り
方
が
、「
青
春
篇
」

に
お
い
て
は
十
分
に
実
現
で
き
た
と
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、「⽛
愛
欲
篇
⽜
に
な
る
と
、
次
第
に
虚
構
が
稀
薄
に
な
り
、
現
実
の
か
た
ち
が

重
苦
し
く
作
者
の
視
野
を
埋
め
る
や
う
に
な
つ
て
き
た
」
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
後
半
に
描
か
れ
る
瓢
吉
と
小
岸
照
代
と
の
関
係

を
描
い
た
部
分
が
、
素
材
と
な
っ
た
宇
野
千
代
と
の
実
生
活
を
距
離
を
置
い
て
捉
え
る
こ
と
が
困
難
だ
っ
た
こ
と
を
指
し
示
す
も
の
だ
ろ

う
。
ま
た
、
吉
良
常
を
中
心
と
し
て
展
開
す
る
「
残
侠
篇
」
は
、
瓢
吉
が
物
語
の
後
景
に
退
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
者
の
現
実
と
は
隔
た

り
の
あ
る
、
虚
構
化
の
度
合
い
が
大
き
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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「
青
春
篇
」
か
ら
「
残
侠
篇
」
に
か
け
て
の
こ
れ
ら
の
三
篇
が
、
も
っ
と
も
広
汎
に
同
時
代
の
社
会
に
流
通
し
、
幅
広
く
読
ま
れ
た
も

の
で
あ
り
、『
人
生
劇
場
』
の
中
核
を
な
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。「
残
侠
篇
」
が
単
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
「
凡

例
」
に
「
残
侠
篇
下
巻
を
上
梓
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
⽛
人
生
劇
場
⽜
は
や
う
や
く
前
期
の
計
画
を
完
了
し
た
か
た
ち
に
な
つ
た
」（
竹
村
書

房
版
『
人
生
劇
場
残
侠
篇
』
下
巻
）
と
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、「
残
侠
篇
」
の
最
後
に
示
さ
れ
た
吉
良
常
の
死
を
も
っ
て
、『
人
生
劇
場
』

の
一
つ
の
局
面
が
幕
を
下
ろ
す
。

続
い
て
発
表
さ
れ
た
戦
時
下
お
よ
び
戦
後
の
各
篇
は
、
一
定
の
計
画
の
も
と
に
書
か
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
数
年
を
隔
て
た
執
筆
時
ま

で
に
作
者
が
経
験
し
た
現
実
の
出
来
事
を
そ
の
都
度
の
状
況
に
お
い
て
虚
構
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
篇
に
同
一
人
物
が
登
場

す
る
場
合
で
も
、
そ
の
設
定
に
齟
齬
が
生
じ
た
り
、
大
幅
に
改
変
さ
れ
て
い
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。

（
4
）

し
た
が
っ
て
、
各
篇
相
互
の
つ
な

が
り
よ
り
も
、
む
し
ろ
個
別
性
が
強
く
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

戦
時
下
に
発
表
さ
れ
た
二
篇
の
う
ち
、「
風
雲
篇
」
は
、「
残
侠
篇
」
か
ら
数
年
後
と
し
て
設
定
さ
れ
、
青
成
瓢
吉
も
中
堅
作
家
と
な
る
。

彼
が
母
校
の
岡
崎
中
学
に
招
か
れ
て
の
講
演
、
飛
車
角
や
お
り
ん
と
の
偶
然
の
再
会
、
吹
岡
早
雄
の
女
給
と
の
恋
愛
問
題
な
ど
を
経
て
、

日
中
戦
争
が
勃
発
し
、
武
漢
攻
略
戦
へ
の
従
軍
、
上
海
で
の
夏
村
大
藏
や
高
見
剛
平
と
の
再
会
、
九
江
で
喫
茶
店
を
開
く
お
袖
と
お
と
よ

の
消
息
、
上
海
に
お
け
る
広
東
陥
落
記
念
の
打
ち
上
げ
花
火
で
飛
車
角
が
負
傷
す
る
出
来
事
な
ど
が
あ
り
、
瓢
吉
が
帰
国
の
途
に
つ
く
ま

で
が
描
か
れ
て
い
る
。

次
の
「
遠
征
篇
」
は
、
太
平
洋
戦
争
直
前
の
一
九
四
一
年
一
一
月
、
尾
崎
士
郎
が
陸
軍
宣
伝
班
員
と
し
て
徴
用
さ
れ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
に

渡
り
、
マ
ニ
ラ
、
バ
タ
ー
ン
半
島
な
ど
に
従
軍
し
た
経
験
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
そ
の
初
刊
単
行
本
『
人
生
劇
場
離
愁
篇
』
の
「
前
書
き
」

に
、「
こ
の
一
巻
だ
け
は
、
小
説
⽛
人
生
劇
場
⽜
に
と
つ
て
は
、
む
し
ろ
外
篇
と
い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
り
、
小
説
的
構
成
は
唯
、
末
端
の

表
現
の
上
に
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
だ
け
で
、
す
べ
て
現
実
生
活
の
あ
ま
り
に
も
正
確
な
記
録
で
あ
る
。
作
者
は
そ
の
意
味
に
お
い
て
、⽛
離
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愁
篇
⽜
の
上
梓
に
際
し
、
一
切
の
修
正
と
加
筆
を
避
け
た
。
こ
の
作
品
の
発
表
は
、
昭
和
十
八
年
で
あ
る
が
、
こ
の
や
う
な
時
代
と
環
境

の
中
に
あ
つ
て
、
作
者
が
こ
の
作
品
を
書
き
つ
づ
け
た
こ
と
を
、
も
し
認
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
作
者
に
と
つ
て
は

望
外
の
喜
び
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
尾
崎
の
体
験
し
た
戦
場
生
活
は
、
こ
こ
で
は
虚
構
を
最
小
限
に
抑
制
す
る
か
た
ち
で

小
説
化
さ
れ
、
青
成
瓢
吉
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
上
陸
か
ら
バ
タ
ー
ン
半
島
、
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
の
攻
略
に
か
け
て
の
八
ヶ
月
ほ
ど
の
戦
場
生
活

の
日
々
が
、
軍
隊
に
お
い
て
階
級
の
曖
昧
な
立
場
に
置
か
れ
た
宣
伝
部
員
た
ち
の
悲
哀
と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
綴
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
戦
後
に
文
芸
娯
楽
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
後
期
の
三
篇
の
う
ち
、「
夢
現
篇
」
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
一
年
余
り
の
戦

場
生
活
の
後
、
胃
潰
瘍
を
こ
じ
ら
せ
て
日
本
に
帰
国
し
た
青
成
瓢
吉
が
、
太
平
洋
戦
争
末
期
の
東
京
と
疎
開
先
の
伊
東
を
行
き
来
し
な
が

ら
、
絶
望
的
な
倦
怠
に
と
ら
わ
れ
て
い
く
姿
を
当
時
の
す
さ
ん
だ
社
会
の
様
相
と
と
も
に
描
き
出
し
て
い
る
。
そ
の
初
出
誌
お
よ
び
初
版

単
行
本
の
本
文
末
尾
に
は
「（「
前
篇
」
終
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
続
篇
を
予
定
し
て
い
た
の
が
未
完
に
終
わ
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

ま
た
、
そ
の
四
年
後
に
発
表
さ
れ
た
「
望
郷
篇
」
で
は
、
戦
後
ま
も
な
い
三
州
吉
良
を
主
な
舞
台
と
し
、
任
侠
の
徒
で
あ
る
吉
良
一
門

の
命
脈
を
継
ぐ
足
助
一
家
と
Ｙ
・
Ｓ
聯
盟
と
い
う
新
興
の
暴
力
グ
ル
ー
プ
と
の
対
立
を
軸
と
し
て
、
足
助
一
家
の
助
っ
人
と
な
る
宮
川
や

喧
嘩
の
仲
裁
役
で
知
ら
れ
る
花
川
戸
の
立
川
半
兵
衛
老
人
を
絡
め
、
三
〇
年
ぶ
り
で
帰
郷
し
た
瓢
吉
が
地
元
の
人
々
や
侠
客
な
ど
と
交
歓

す
る
さ
ま
が
示
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
瓢
吉
よ
り
も
宮
川
た
ち
の
任
侠
の
世
界
が
前
景
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
戦
後
版
の
「
残

侠
篇
」
と
も
い
う
べ
き
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
「
望
郷
篇
」
に
描
か
れ
た
戦
争
直
後
か
ら
約
一
〇
年
が
過
ぎ
、
急
速
な
経
済
復
興
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
社
会
情
勢
を
背
景
に

展
開
す
る
の
が
、
最
後
と
な
る
「
蕩
子
篇
」
で
あ
る
。
こ
の
篇
の
巻
頭
に
は
、「
蕩
子
に
つ
い
て
」
と
い
う
篇
名
の
意
味
を
説
い
た
前
書

き
が
付
さ
れ
、「
蕩
子
」
と
は
「
世
俗
に
い
う
遊
蕩
児
」
の
こ
と
で
は
な
く
、「
君
子
の
上
位
に
あ
る
も
の
」
で
あ
り
、「
蕩
子
の
桁
は
常
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に
は
ず
れ
て
い
て
、
何
処
に
漾た

だ
よい
、
何
処
に
押
流
さ
れ
て
ゆ
く
か
見
当
の
つ
く
も
の
で
は
な
い
」、「
君
子
の
優
等
生
的
性
格
に
く
ら
べ
る

と
、
蕩
子
は
茫
洋
と
し
て
捕
捉
し
が
た
い
よ
う
な
趣
き
を
示
し
て
い
る
場
合
が
多
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
篇
に
お
け
る
青
成
瓢

吉
は
、
伊
豆
の
町
で
芸
者
を
し
て
い
た
菊
丸
こ
と
桃
川
ユ
ミ
子
と
再
会
し
、
奔
放
に
生
き
る
彼
女
を
め
ぐ
る
複
雑
な
男
性
関
係
に
巻
き
込

ま
れ
て
い
く
。
す
で
に
初
老
に
近
づ
い
た
瓢
吉
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
た
、
も
う
ひ
と
つ
の
「
愛
欲
篇
」
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

そ
の
間
に
、
岡
崎
中
学
か
ら
の
ア
ク
の
強
い
親
友
で
あ
る
夏
村
大
藏
が
、
豪
快
さ
を
持
し
つ
つ
胃
癌
で
死
ん
で
い
く
の
に
も
立
ち
会
い
、

や
が
て
瓢
吉
は
、
桃
川
ユ
ミ
子
へ
の
放
恣
な
執
着
の
お
も
む
く
ま
ま
に
身
を
ま
か
せ
て
い
こ
う
と
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に

生
き
て
い
く
の
か
は
定
か
で
な
い
。
そ
う
し
た
結
末
ら
し
く
な
い
開
か
れ
た
終
わ
り
方
で
、『
人
生
劇
場
』
は
幕
切
れ
を
迎
え
る
の
で
あ

る
。な

お
、『
人
生
劇
場
』
全
八
篇
と
は
別
に
、
戦
後
ま
も
な
く
総
合
雑
誌
『
世
界
春
秋
』
に
「⽛
人
生
劇
場
⽜
戦
後
篇
」
と
い
う
副
題
を
付

し
て
連
載
さ
れ
た
「
断
橋
」（
一
九
四
九
・
一
一
、
一
二
、
一
九
五
〇
・
二
、
未
完
）
が
あ
る
が
、
主
人
公
は
青
成
瓢
吉
で
は
な
く
、
折お

り

焚た
き

柴
夫

と
い
う
作
家
で
あ
り
、
終
戦
間
際
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
尾
崎
士
郎
の
身
辺
に
起
こ
っ
た
出
来
事
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
蕩
子
篇
」

を
擱
筆
し
た
翌
年
か
ら
、『
サ
ン
ケ
イ
新
聞
』
に
「
新
・
人
生
劇
場
」（
一
九
六
〇
・
六
・
二
〇
～
一
九
六
一
・
六
・
二
九
夕
刊
、
の
ち
に
改
稿
し
て

集
英
社
よ
り
『
新
人
生
劇
場
』「
星
河
編
」
一
九
六
一
・
六
、
同
「
狂
瀾
編
」
一
九
六
二
・
七
刊
行
）
を
発
表
し
、
車
嘉
七
と
い
う
青
年
を
主
人
公
と
し

て
大
正
期
の
時
代
思
潮
の
中
に
生
き
る
人
間
の
姿
を
描
い
た
が
、
中
絶
に
終
わ
っ
て
い
る
。

『
都
新
聞
』
文
芸
欄
と
新
聞
小
説

『
人
生
劇
場
』
の
中
核
を
な
す
「
青
春
篇
」
以
下
の
各
篇
の
発
表
舞
台
と
し
て
の
『
都
新
聞
』
に
は
、
当
時
の
新
聞
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

に
お
い
て
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
特
色
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
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い
わ
ゆ
る
花
柳
新
聞
と
見
な
さ
れ
て
い
た
『
都
新
聞
』
が
、
多
様
な
ニ
ュ
ー
ス
や
情
報
を
総
合
的
に
掲
載
す
る
一
般
紙
へ
と
転
換
し
て

い
く
の
は
、
大
正
後
期
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
「
小
説
と
花
柳
界
の
消
息
と
は
同
紙
の
最
も
得
意
と
す
る
所
に
し
て
、
此
方
面
の
読

者
は
殆
ど
同
社
の
独
占
に
帰
し
」（『
新
聞
総
覧
明
治
四
十
三
年
度
版
』
一
九
一
〇
・
一
二
、
日
本
電
報
通
信
社
）
た
と
い
う
が
、
一
九
一
九
年
一
二

月
に
実
業
家
の
福
田
英
助
が
楠
本
男
爵
家
か
ら
『
都
新
聞
』
を
買
収
し
、
不
偏
不
党
の
立
場
に
も
と
づ
く
積
極
的
な
経
営
と
紙
面
の
拡
充

を
推
し
進
め
た
。
そ
の
面
目
を
改
め
た
『
都
新
聞
』
は
、
特
に
経
済
面
を
重
視
す
る
新
方
針
を
打
ち
出
し
、
新
設
し
た
家
庭
婦
人
面
に
も

力
を
入
れ
、
関
東
大
震
災
時
に
『
東
京
日
日
新
聞
』『
報
知
新
聞
』
と
と
も
に
大
き
な
被
害
を
免
れ
た
こ
と
も
相
俟
っ
て
、
震
災
後
の
新

聞
界
の
激
し
い
販
売
競
争
を
乗
り
越
え
、
着
実
な
発
展
を
遂
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

（
5
）

そ
う
し
た
紙
面
刷
新
後
の
『
都
新
聞
』
の
特
色
に
つ
い
て
は
、
水
上
瀧
太
郎
の
「
貝
殻
追
放
―
―
都
新
聞
讃
美
論
―
―
」（『
都
新
聞
』

一
九
二
四
・
五
・
二
八
～
六
・
七
）
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
明
治
生
命
の
会
社
員
で
も
あ
っ
た
水
上
は
、
昔
か
ら
購
読
し
て
い
た
『
時

事
新
報
』
が
関
東
大
震
災
で
休
刊
に
な
っ
た
際
、
そ
の
代
用
紙
と
し
て
『
都
新
聞
』
を
取
り
は
じ
め
て
愛
読
者
に
な
っ
た
。
当
時
、
彼
の

周
囲
に
は
、「
あ
れ
は
床
屋
と
芸
妓
屋
で
読
ま
れ
る
新
聞
だ
」、「
面
白
い
に
は
面
白
い
が
、
紳
士
と
し
て
お
ほ
つ
ぴ
ら
に
人
前
で
読
む
事

は
出
来
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
、
花
柳
新
聞
と
し
て
の
先
入
観
を
『
都
新
聞
』
に
抱
く
実
業
家
た
ち
が
ま
だ
大
勢
を
占
め
て
い
た
が
、
水

上
は
「
今
日
尚
⽛
都
新
聞
⽜
を
目
し
て
最
も
下
等
な
新
聞
と
し
、
善
良
な
る
家
庭
に
入
れ
る
事
は
出
来
な
い
と
誤
信
し
て
居
る
所
謂
紳
士

が
多
い
や
う
で
あ
る
か
ら
、
敢
て
此
の
愛
読
紙
の
為
め
に
、
我
一
票
の
貝
殻
を
投
ぜ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
」
と
し
、『
都
新
聞
』
こ
そ
は
「
新

聞
界
の
女
王
」
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
、
日
本
で
一
番
い
い
新
聞
で
あ
る
と
い
う
自
説
を
展
開
し
て
い
く
。

関
東
大
震
災
後
の
新
聞
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
お
い
て
は
、
報
道
第
一
主
義
と
派
手
な
見
出
し
の
編
集
が
顕
著
に
な
る
が
、
水
上
に
よ
れ

ば
、「
挑
発
的
な
大お

ほ

標
題

み
だ
し

と
、
他
の
新
聞
よ
り
も
早
い
と
云
ふ
事
丈
が
重
ん
じ
ら
れ
て
記
事
の
真
偽
な
ど
は
問
ふ
と
こ
ろ
で
な
い
」
と
い
っ

た
、
ひ
た
す
ら
速
報
主
義
を
追
求
す
る
新
聞
各
社
の
あ
り
方
は
、
正
義
を
旗
印
に
し
て
横
暴
に
振
る
舞
う
「
極
め
て
官
僚
的
で
、
特
権
階
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級
の
最
大
の
も
の
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
さ
う
い
ふ
特
権
階
級
の
中
で
、
た
つ
た
一
つ
最
も
平
民
的
な
の
は
⽛
都
新
聞
⽜

で
あ
る
。
自
分
が
此
の
新
聞
を
最
も
い
ゝ
新
聞
だ
と
い
ふ
所
以
は
、
特
権
階
級
意
識
の
少
い
点
に
あ
る
」
と
い
う
。

も
ち
ろ
ん
資
本
力
の
小
さ
い
『
都
新
聞
』
に
は
、
明
ら
か
に
不
足
し
て
い
る
点
も
少
な
く
は
な
い
。「
成
程
、⽛
都
新
聞
⽜
に
は
海
外
電

報
の
は
し
り
な
ど
は
無
い
。
二
段
三
段
を
費
し
た
大
論
説
も
無
い
。
速
報
主
義
で
は
平
均
以
下
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
さ
う
い
ふ
他
の

競
つ
て
力
を
尽
し
、
且
益
よ
り
も
害
の
多
い
や
う
な
特
徴
に
は
無
関
心
で
、
全
く
方
面
の
違
ふ
編
輯
振
を
示
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
は
、
寧
ろ

一
見
識
あ
る
も
の
と
推
奨
す
べ
き
で
あ
」
り
、「
此
の
新
聞
の
外ほ

か

に
秀
で
て
ゐ
る
点
は
全
紙
面
に
統
一
の
あ
る
事
、
文
章
の
う
ま
い
事
、

読
者
に
親
切
な
事
、
と
げ
と
げ
し
さ
が
無
く
て
温
か
み
の
あ
る
事
等
細
か
く
数
へ
る
と
切
り
が
無
い
」
と
さ
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
穏
健
な
編
集
方
針
に
も
と
づ
く
『
都
新
聞
』
な
か
で
、
水
上
が
も
っ
と
も
愛
読
し
て
い
る
の
は
、「
読
者
と
記
者
」
お
よ

び
「
相
談
」
と
い
う
二
つ
の
投
書
欄
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
に
掲
げ
ら
れ
た
記
事
に
は
、
編
集
者
の
「
叮
嚀
懇
切
な
態
度
」
と
と
も
に
、
読

者
の
姿
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。「
徒
ら
に
⽛
都
新
聞
⽜
を
下
品
な
り
と
け
な
す
人
は
、
此
の
欄
を
読
ん
で
如
何
に
上
品
な
読
者
を
有

し
て
居
る
か
を
発
見
す
る
が
い
ゝ
。
心
持
の
ね
れ
た
雅
か
な
人
々
の
面
影
は
、
他
の
新
聞
に
は
見
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
説
か
れ

て
い
る
。

水
上
が
愛
読
し
た
と
い
う
読
者
投
書
欄
の
「
読
者
と
記
者
」
と
「
相
談
」
は
、
明
治
末
か
ら
続
く
『
都
新
聞
』
の
呼
び
も
の
の
一
つ
で

あ
り
、
当
時
は
「
読
者
と
記
者
」
欄
が
第
一
面
ト
ッ
プ
の
題
字
の
脇
に
、「
相
談
」
が
主
に
第
五
面
の
上
段
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。「
読
者

と
記
者
」（
一
九
〇
五
年
一
二
月
開
設
）
は
、
田
川
大
吉
郎
が
主
筆
時
代
に
『
ザ
・
タ
イ
ム
ズ
』
の
投
書
欄ʠ

T
o
the
Edi torʡ

に
倣
っ
て
設

け
た
も
の
で
、「
編
集
局
長
が
す
べ
て
の
投
書
に
目
を
通
し
た
上
、
記
者
の
意
見
を
添
え
て
掲
載
す
る
と
い
う
親
切
な
扱
い
が
好
感
を
も
っ

て
迎
え
ら
れ
、
永
く
つ
づ
い
て
き
た
」

（
6
）

と
さ
れ
る
。
一
方
、「
相
談
」（「
相
談
の
相
談
」
と
題
し
て
一
九
〇
六
年
一
二
月
開
設
）
は
、「
他
紙
の
類

似
の
欄
に
は
男
女
関
係
を
中
心
に
し
た
興
味
本
位
の
人
生
相
談
が
多
い
の
に
た
い
し
、⽛
相
談
の
相
談
⽜
は
教
育
問
題
、
家
庭
問
題
、
健
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康
衛
生
問
題
な
ど
ま
じ
め
で
多
様
な
内
容
を
も
っ
て
い
た
」

（
7
）

た
め
、
明
治
末
か
ら
大
正
に
か
け
て
主
な
掲
載
内
容
を
の
せ
た
同
名
の
本
が

二
度
刊
行
さ
れ
る
ほ
ど
好
評
を
博
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
読
者
を
重
視
す
る
『
都
新
聞
』
の
伝
統
は
、
社
長
が
福
田
英
助
に
代
わ
っ
た
後
も
引
き
継
が
れ
、「
読
者
の
為
の
無
二
の
友
人
、

各
家
庭
の
為
の
無
二
の
重
宝
」（
一
九
二
二
・
一
・
二
七
社
告
）
と
い
う
標
語
の
も
と
に
一
層
の
拡
充
が
図
ら
れ
た
。
新
体
制
に
な
っ
て
か
ら

の
『
都
新
聞
』
は
、
一
九
二
〇
年
四
月
に
六
頁
か
ら
八
頁
建
て
へ
、
さ
ら
に
翌
年
一
二
月
に
は
一
二
頁
建
て
へ
と
相
次
い
で
増
頁
を
行
っ

た
が
、
そ
の
ゆ
と
り
の
で
き
た
紙
面
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
一
〇
〇
〇
円
の
賞
金
を
懸
け
て
「
他
新
聞
と
比
較
し
て
ど
こ
に
都

新
聞
の
欠
点
短
所
あ
り
や
」（
同
前
）
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
広
く
読
者
か
ら
改
良
意
見
を
募
集
し
て
い
る
。
こ
の
企
画
に
は
二
三
〇
〇
通

を
超
え
る
応
募
が
あ
り
、「
御
忠
告
は
敢
て
紙
上
に
発
表
せ
ず
、
将
来
順
次
御
忠
告
の
趣
旨
に
依
て
改
良
を
加
へ
実
行
に
依
つ
て
御
好
意

に
報
い
る
」（
一
九
二
二
・
三
・
一
〇
社
告
）
と
さ
れ
た
が
、
半
年
後
の
一
九
二
二
年
一
〇
月
に
行
わ
れ
た
紙
面
改
革
が
、
読
者
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
改
良
意
見
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
際
に
新
式
活
字
の
採
用
と
と
も
に
実
施
さ
れ
た
の
が
、

文
芸
欄
の
新
設
だ
っ
た
。

開
設
当
初
の
文
芸
欄
は
、
第
五
面
の
「
相
談
」
欄
の
上
に
二
段
分
を
占
め
、
文
学
や
演
劇
に
関
す
る
評
論
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
編
集

主
任
は
上
泉
秀
信
が
務
め
、
飛
田
角
一
郎
が
こ
れ
を
補
佐
し
た
。
た
だ
、
す
で
に
明
治
末
頃
に
は
「
文
芸
的
な
記
事
は
、
田
川
大
吉
郎
主

筆
の
方
針
に
よ
っ
て
第
一
面
に
置
か
れ
、
イ
ン
テ
リ
読
者
か
ら
支
持
を
受
け
て
い
た
」
た
め
、「
内
容
的
に
五
面
文
芸
欄
と
重
複
す
る
部

分
が
あ
り
、
焦
点
の
ボ
ヤ
ケ
た
感
じ
が
後
々
ま
で
残
っ
た
」

（
8
）

が
、
次
第
に
文
芸
欄
の
紙
幅
は
拡
張
さ
れ
、
一
九
二
五
年
九
月
に
は
第
一
面

に
進
出
し
て
、「
読
者
と
記
者
」
欄
と
と
も
に
紙
面
を
飾
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
『
都
新
聞
』
文
芸
欄
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
、
編
集
主
任
の
上
泉
秀
信
は
、
新
潮
合
評
会
「
新
聞
の
文
芸
欄
」（『
新
潮
』
一
九
二
五
・

六
）
に
お
い
て
、
前
述
の
読
者
へ
の
意
見
募
集
企
画
に
言
及
し
て
、「
そ
の
時
に
答
の
中
に
⽝
文
芸
欄
⽞
が
欲
し
い
と
い
ふ
の
が
大
部
あ
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つ
た
。
そ
の
要
求
に
応
じ
て
産
れ
て
来
た
の
で
す
」
と
説
き
、
そ
の
文
芸
欄
の
読
者
に
つ
い
て
こ
う
述
べ
て
い
る
。

文
芸
の
読
者
と
い
ふ
の
は
、
僕
ら
が
考
へ
て
る
よ
り
も
外
に
、
知
ら
な
い
変
な
所
に
随
分
多
い
ん
で
す
よ
。
例
へ
ば
相
場
な
ん
か
や

つ
て
居
る
人
に
非
常
に
文
芸
欄
を
読
む
人
が
多
い
と
か
い
ふ
や
う
に
で
す
ね
。
又
、
色
ん
な
人
の
話
な
ん
か
聴
い
て
も
、
実
に
意
外

な
所
に
文
芸
欄
の
読
者
が
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
分
り
ま
す
よ
。
で
す
か
ら
、
今
ま
で
の
『
都
新
聞
』
だ
か
ら
ど
う
だ
と
い
ふ
こ
と
は
、

さ
う
一
律
に
は
分
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
マ
ア
文
芸
の
読
者
と
い
ふ
も
の
は
、
文
芸
の
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
以
外
に
も
随
分
多
い
と
思

ひ
ま
す
ね
。

『
都
新
聞
』
の
文
芸
欄
は
、
一
部
の
限
ら
れ
た
「
文
芸
の
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
」
と
し
て
の
イ
ン
テ
リ
読
者
に
支
持
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、

知
的
な
関
心
の
高
い
一
般
読
者
た
ち
に
も
幅
広
く
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
教
育
の
水
準
が
大
き
く
向
上
す
る
明
治
末
か
ら

大
正
後
期
に
か
け
て
は
、
中
等
教
育
以
上
の
学
歴
と
知
識
を
有
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
自
由
業
な
ど
の
新
し
い
中
産
階
級
が
都
市
部
を
中

心
と
し
て
急
激
に
増
加
し
、
大
衆
化
す
る
時
期
に
あ
た
っ
て
い
る
。『
都
新
聞
』
文
芸
欄
の
誕
生
に
は
、
そ
う
し
た
大
衆
的
な
知
識
人
層

の
文
化
的
な
関
心
に
応
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
読
者
を
獲
得
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ち
な
み
に
、
当
時
の
主
要
な
東
京
紙
の
発
行
部
数
は
、『
新
聞
雑
誌
及
通
信
社
ニ
関
ス
ル
調
』（
一
九
二
七
年
一
一
月
末
現
在
、
警
保
局
）
に

よ
れ
ば
、『
東
京
日
日
新
聞
』
が
第
一
位
で
四
五
万
部
、
以
下
順
に
、『
東
京
朝
日
新
聞
』
四
〇
万
部
、『
報
知
新
聞
』
二
五
万
部
、『
時
事

新
報
』
二
〇
万
部
、『
国
民
新
聞
』
一
五
万
部
、『
都
新
聞
』
一
二
万
部
、『
読
売
新
聞
』
一
〇
万
部
、『
中
外
商
業
新
報
』
一
〇
万
部
、『
東

京
毎
夕
新
聞
』
一
〇
万
部
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。『
都
新
聞
』
は
第
六
位
で
は
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
五
大
新
聞
は
地
方
に
流
通
す
る
比
率

が
高
い
た
め
、
東
京
の
ロ
ー
カ
ル
紙
と
し
て
の
性
格
の
強
い
『
都
新
聞
』
の
勢
力
は
、
東
京
市
内
に
お
い
て
は
上
位
の
有
力
紙
と
肩
を
並
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べ
う
る
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
都
新
聞
』
第
一
面
に
設
け
ら
れ
た
文
芸
欄
は
、
そ
の
後
も
さ
ら
に
発
展
の
方
向
を
た
ど
っ
て
い
く
。
社
長
の
福
田
英
助
は
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
記
事
「
社
員
の
共
同
管
理
、
全
読
者
の
新
聞
へ
」（『
新
聞
及
新
聞
記
者
』
一
九
三
一
・
九
）
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
実
行
し
て
き
た
経

済
面
の
充
実
拡
張
に
続
い
て
、
文
芸
欄
を
重
視
す
る
姿
勢
を
鮮
明
に
打
ち
出
し
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

〔
…
〕
私
は
今
日
の
社
会
の
進
歩
の
段
階
か
ら
推
し
て
、
経
済
記
事
の
拡
張
に
次
い
で
来
る
べ
き
も
の
は
文
芸
欄
だ
と
思
ふ
。
そ

の
根
拠
は
、
一
般
読
者
層
は
今
後
文
芸
方
面
に
一
層
鋭
角
的
に
進
歩
す
る
傾
向
で
す
。
経
済
生
活
が
一
定
の
進
歩
を
と
げ
る
と
、
次

に
は
期
せ
ず
し
て
知
脳
的
の
進
歩
、
精
神
的
の
発
達
が
勃
然
と
し
て
隆
興
す
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
文
芸
と
い
ふ
総
称
に
包
含

さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
学
芸
で
す
。
現
在
で
も
非
常
に
そ
の
傾
向
は
顕
著
で
す
が
、
読
者
の
欲
求
を
充
す
に
は
も
つ
と
も
つ
と
拡
張
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
は
経
済
方
面
の
次
に
必
要
を
痛
感
す
る
の
は
文
芸
欄
の
拡
充
で
す
。
そ
し
て
こ
れ
こ
そ
時
代
に
最
も
適
当
す

る
方
針
で
、
然
も
教
育
が
普
遍
化
す
れ
ば
す
る
程
、
知
識
化
す
れ
ば
す
る
程
益
々
一
般
人
が
文
芸
の
領
域
に
深
い
興
味
を
持
つ
も
の

だ
と
信
じ
て
ゐ
ま
す
。

文
芸
欄
重
視
の
方
針
は
、
や
が
て
『
都
新
聞
』
の
呼
び
も
の
と
な
る
コ
ラ
ム
欄
「
大
波
小
波
」（
一
九
三
三
年
一
月
開
設
）
や
文
学
・
芸
術
・

思
想
に
わ
た
る
多
彩
な
執
筆
陣
に
よ
る
充
実
し
た
評
論
や
エ
ッ
セ
イ
の
掲
載
を
も
た
ら
し
、
同
紙
の
声
価
は
次
第
に
高
ま
っ
て
い
く
が
、

こ
う
し
た
文
芸
欄
の
展
開
と
と
も
に
第
一
面
に
掲
げ
ら
れ
る
新
聞
小
説
も
ま
た
変
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

『
都
新
聞
』
の
第
一
面
に
は
、
大
正
後
期
ま
で
は
中
里
介
山
の
『
大
菩
薩
峠
』
を
は
じ
め
と
す
る
大
衆
的
な
時
代
小
説
が
掲
載
さ
れ
て

き
た
。
そ
れ
が
現
代
小
説
に
切
り
替
わ
る
の
は
、
文
芸
欄
が
第
五
面
か
ら
第
一
面
に
移
設
さ
れ
た
一
ヶ
月
後
の
こ
と
で
あ
り
、
恋
人
を
恩
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師
に
奪
わ
れ
た
苦
悩
を
芸
術
に
打
ち
込
む
こ
と
で
克
服
し
て
い
く
青
年
文
学
者
を
描
い
た
小
島
政
二
郎
の
長
篇
小
説
「
緑
の
騎
士
」（
一

九
二
五
・
一
〇
・
二
一
～
一
九
二
六
・
五
・
一
一
）
が
掲
載
さ
れ
、
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。
文
芸
欄
担
当
の
上
泉
秀
信
と
飛
田
角
一
郎
の
意
見
が

通
っ
て
、「
余
り
特
殊
な
⽛
私
小
説
⽜
で
さ
へ
な
け
れ
ば
―
―
三
人
称
の
客
観
小
説
で
、
筋
の
あ
る
小
説
な
ら
、
芸
術
小
説
で
一
向
差
支

へ
な
い
」

（
9
）

と
い
う
方
針
に
も
と
づ
く
も
の
だ
っ
た
。
以
後
、
続
い
て
現
代
小
説
が
掲
げ
ら
れ
て
い
き
、「
連
載
小
説
の
選
定
は
、
そ
れ
ま

で
伊
原
青
々
園
、
遅
塚
麗
水
、
山
本
信
博
ら
編
集
幹
部
の
合
議
制
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
四
年
か
ら
、
第
一
面
の
小
説
は
、
文
芸
欄

関
係
者
に
ま
か
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

（
10
）

こ
と
で
新
し
い
路
線
が
明
確
化
さ
れ
、
新
進
作
家
に
よ
る
芸
術
的
な
中
篇
小
説
の
掲
載
が
始
め

ら
れ
る
。

そ
の
第
一
作
は
、
前
年
に
雑
誌
『
改
造
』
創
刊
一
〇
周
年
記
念
懸
賞
創
作
に
第
一
等
当
選
と
な
っ
た
出
世
作
「
放
浪
時
代
」（『
改
造
』

一
九
二
八
・
四
）
で
注
目
を
集
め
た
新
人
の
龍
胆
寺
雄
に
よ
る
「
珠
壺
」（
一
九
二
九
・
一
・
一
～
二
・
一
五
）
で
、
発
電
所
の
青
年
技
師
と
湖

畔
の
別
荘
地
の
退
廃
的
な
倶
楽
部
で
働
く
薄
幸
な
娘
と
の
一
夏
の
日
々
が
清
新
な
筆
致
で
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
第
二
作
目
に
起
用
さ

れ
た
の
が
尾
崎
士
郎
で
あ
り
、「
放
浪
街
」（
同
二
・
一
六
～
四
・
五
）
を
連
載
す
る
こ
と
に
な
る
。

「
放
浪
街
」
は
、
そ
の
予
告
（
一
九
二
九
・
二
・
一
五
）
に
あ
る
「
作
者
言
」
に
よ
れ
ば
、「
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ヤ
没
落
の
必
然
を
痛
感
し

た
一
人
の
男
が
、
時
代
の
波
に
煽
ら
れ
な
が
ら
、
運
命
に
反
抗
し
ま
た
運
命
に
反
抗
す
る
こ
と
に
依
つ
て
埋
没
し
て
行
く
姿
を
描
い
た
も

の
で
あ
り
ま
す
」
と
さ
れ
、
小
説
家
の
大
村
幹
夫
と
銀
座
の
カ
フ
ェ
の
女
給
の
品
子
と
い
う
少
女
、
お
よ
び
過
去
に
六
年
間
生
活
を
と
も

に
し
た
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
伸
江
と
の
屈
折
し
た
関
係
を
め
ぐ
っ
て
物
語
は
展
開
す
る
。
大
村
は
、
二
人
の
女
性
の
間
に
挟
ま
れ
て
身
動
き

が
で
き
ず
、
も
が
き
つ
つ
無
目
的
に
生
き
て
い
る
「
人
生
の
余
計
者
」（
第
二
二
回
）
で
あ
り
、
そ
の
彼
の
苦
悶
に
つ
い
て
「
作
者
」
で
あ

る
「
わ
た
し
」
が
物
語
に
介
入
し
て
コ
メ
ン
ト
し
た
り
、
こ
の
連
載
小
説
を
読
ん
で
い
る
青
年
が
結
末
が
ど
う
な
る
の
か
を
追
求
し
て
「
作

者
」
の
前
に
現
れ
る
と
い
っ
た
、
現
実
と
虚
構
が
交
錯
す
る
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
的
手
法
な
ど
も
駆
使
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
作
者
」
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が
読
者
で
あ
る
青
年
に
対
し
て
、「
か
う
な
る
と
如
何
し
た
ら
い
ゝ
の
か
、
自
分
に
も
見
当
が
つ
か
な
く
な
つ
て
弱
つ
て
ゐ
る
ん
さ
」（
第

四
七
回
）
と
告
白
し
て
い
る
と
お
り
、
大
村
に
は
自
己
の
苦
境
が
打
開
で
き
な
い
ま
ま
、
伸
江
は
郷
里
に
帰
り
、
品
子
が
別
の
男
と
の
結

婚
を
唐
突
に
決
心
す
る
こ
と
で
物
語
は
終
わ
っ
て
い
る
。

の
ち
に
尾
崎
士
郎
は
、
こ
の
新
聞
小
説
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

〔
…
〕「
放
浪
街
」
は
小
説
が
直
接
に
生
活
の
現
実
に
反
映
し
、
あ
た
ら
し
い
想
念
が
次
々
と
小
説
の
上
に
形
を
整
え
て
い
っ
た
よ

う
な
作
品
で
、
家
庭
生
活
に
お
け
る
不
即
不
離
の
関
係
が
、
そ
の
ま
ま
一
編
の
長
編
小
説
を
構
成
し
た
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

小
説
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
生
活
記
録
で
あ
り
、
こ
の
作
品
は
、
生
活
の
現
実
に
う
ち
ひ
し
が
れ
て
、
つ
い
に
完
成
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
稿
半
ば
に
し
て
早
く
も
力
尽
き
中
絶
す
る
の
や
む
な
き
に
い
た
っ
た
。（
前
掲
『
小
説
四
十
六
年
』）

こ
の
「
放
浪
街
」
の
連
載
前
に
、
尾
崎
は
宇
野
千
代
と
の
離
別
を
戯
画
的
に
描
い
た
短
篇
の
私
小
説
「
悲
劇
を
探
す
男
」（『
改
造
』
一

九
二
九
・
一
）
を
発
表
し
て
い
る
。「
放
浪
街
」
は
同
じ
題
材
を
ふ
ま
え
て
い
る
が
、
そ
れ
を
新
聞
の
連
載
小
説
に
ふ
さ
わ
し
い
三
人
称
形

式
の
虚
構
の
物
語
と
し
て
再
構
築
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
試
み
に
失
敗
し
た
尾
崎
が
、
再
び
『
都
新
聞
』
第
一
面

に
お
け
る
新
聞
小
説
の
依
頼
を
編
集
主
任
の
上
泉
秀
信
か
ら
受
け
て
、
作
風
の
ま
っ
た
く
異
な
る
『
人
生
劇
場
』
を
連
載
し
は
じ
め
る
の

は
、
そ
れ
か
ら
四
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

注（
⚑
）
高
木
健
夫
『
新
聞
小
説
史
昭
和
篇
Ⅰ
』（
一
九
八
一
・
一
一
、
国
書
刊
行
会
）。
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（
⚒
）
中
川
一
政
「⽛
中
川
一
政
挿
画
⽜
跋
（
挿
画
に
つ
い
て
）」（『
中
川
一
政
全
文
集
』
第
⚘
巻
所
収
、
一
九
八
六
・
一
一
）。

（
⚓
）
和
田
芳
恵
『
ひ
と
つ
の
文
壇
史
』（
一
九
六
七
・
七
、
新
潮
社
）。

（
⚔
）
た
と
え
ば
、「
残
侠
篇
」
に
は
じ
め
て
登
場
す
る
飛
車
角
は
、
一
九
二
五
年
の
時
点
で
「
年
齢
は
三
十
九
歳
」
と
あ
り
、
奈
良
平
殺
し
に
よ
る
七
年
の
刑

期
を
終
え
た
と
き
に
は
四
〇
代
半
ば
を
過
ぎ
る
こ
と
に
な
る
が
、
武
漢
攻
略
戦
の
あ
っ
た
一
九
三
八
年
に
飛
車
角
が
花
火
師
と
し
て
上
海
に
赴
く
「
風
雲

篇
」
で
は
、
彼
は
「
三
十
五
六
の
男
」
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
飛
車
角
は
「
夢
現
篇
」
に
お
い
て
、
瓢
吉
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
帰
国
し
た
直
後
に
、
政
商
で

壮
士
あ
が
り
の
蔵
高
三
之
助
の
手
先
の
男
に
ピ
ス
ト
ル
で
撃
た
れ
て
死
ぬ
こ
と
に
な
る
が
、「
望
郷
篇
」
で
は
、
瓢
吉
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
従
軍
中
に
、
土

木
請
負
業
者
同
士
の
対
立
に
関
わ
っ
て
射
殺
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
⚕
）
土
方
正
巳
『
都
新
聞
史
』（
一
九
九
一
・
一
一
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
）
参
照
。

（
⚖
）
同
前
。

（
⚗
）
山
本
武
利
『
近
代
日
本
の
新
聞
読
者
層
』（
一
九
八
一
・
六
、
法
政
大
学
出
版
局
）。

（
⚘
）
注
（
⚕
）
に
同
じ
。

（
⚙
）
小
島
政
二
郎
『
眼
中
の
人
』（
一
九
四
二
・
一
一
、
三
田
文
学
出
版
部
）。
ち
な
み
に
、
同
書
に
よ
れ
ば
「
緑
の
騎
士
」
の
原
稿
料
は
、⽛
一
回
十
三
円
⽜
だ
っ

た
と
い
う
。

（
10
）
注
（
⚕
）
に
同
じ
。
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